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核燃料サイクル関係推進調整等委託事業
「廃止措置等を踏まえた国際シンポジウムの実施」

今般廃止措置に移行となった「もんじゅ」に代
わる新たな試験研究炉、原子力・エネルギー
の研究開発、人材育成、ＩＡＥＡと連携したアジ
ア各国の研究開発と人材育成、原子力先進
国との国際的な共同研究・新技術開発をテー
マとした国際シンポジウムを行い、地域住民
の知識の普及等を図る。

原子力研究開発の意義や原子力施設の安全対策等に対する国民への知識の普及を図るべく、地域住民を対象
とした国際シンポジウムを実施するとともに、新聞広告の制作・掲載を実施した。

　○国際シンポジウムの実施
　　　　名称：つるが国際シンポジウム2018－原子力施設のこれから：海外の先進事例から学ぶ－
　　　　日時：平成３０年１１月２２日（木）     １０：００～１５：５０
　　　　　　　　　　 　　　 １１月２３日（金・祝）１０：００～１７：００
　　　　場所：福井県若狭湾エネルギー研究センター ホール
　　　　共催：福井県、敦賀市
　　　　後援：英国総領事館、在日フランス大使館
　　　　協力：日本原子力研究開発機構

　○新聞紙面掲載
　　　　平成31年1月14日付福井新聞に国際シンポジウム採録広告掲載

35百万円

○「核燃料サイクル関係推進調整等委託事業」 事業概要


